
市
民
相
談
表 

無
料

編
集
/
発
行
　
　
　
泉
大
津
市
役
所
　
秘
書
広
報
課
(
蕁
33・

1131)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
595-8686 泉

大
津
市
東
雲
町
9
番
12号

広
報
い
ず
み
お
お
つ

平
成
23
年
2
月
号
（
平
成
23
年
2
月
1
日
発
行
）

市
民
相
談
表 

無
料
休
館
日
や
相
談
員
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、

　
休
み
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　2月16日� 　午後1時～3時　北公民館大会議室
　2月22日� 　午後1時～3時　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活相談コーナー
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時
　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時
　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時
　市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
■日時・場所
　第2金曜日 午後1時～午後3時　南公民館
　第3金曜日 午後1時～午後3時　にんじんサロン
（市民会館内）
　第4金曜日 午後1時～午後3時　北公民館
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権啓発課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/
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泉大津の寺院今昔(2)　南溟寺
なんめいじ

①
旧下条大津村に属した東港町、神明町の一部、本町

の一部は、かつて寺内(じない)とよばれていました。
寺内とは寺内町のことで、この地域は安土桃山時代、
浄土真宗寺院が中心となって計画的につくられたと考
えられます。伝承では、現在の南溟寺・緑照寺・強縁
寺の3か寺の前身寺院が、文禄4年(1595)に旧宇多大
津村から現在地へ移転したと伝わります。寺内が整備
されたのはこのころであろうと思われます。
文禄4年当時、南溟寺は長泉寺とよばれていました。

寺号である「長泉」の解釈にはさまざまな説がありま
す。中世の荘園である安楽寿院領の一つとして登場す
る王家領長泉庄からきたとも、長泉寺の開基と伝わる
井上五郎左衛門長泉(明賢)からきたともいわれます。
井上五郎左衛門は、清和天皇の末流で信州高井郡井上
の9代目城主であったとも、後藤又兵衛の家臣として
真鍋氏とともに真鍋城を守っていたともいわれます。
「長泉寺」号が使用されはじめる時期ですが、天文

5年(1536)、宇多大津村で明賢により開基されたと伝
わる長泉寺は、創建当初井上道場を称していたといい
ます。天正４年（1576）の証如上人像裏書（南溟寺
蔵）には「天正四年丙子　和泉国泉郡宇多庄大津村
長泉寺　願主明賢　釋顕如」とみえることから、この
ころには「長泉寺」号を使用していたことがわかりま
す（次号へつづく）。

次回は「泉大津の寺院今昔」(3)をお伝えします。

江戸時代の南溟寺とその周辺
(泉大津市指定文化財「下条・宇多両大津村絵図」よ
り部分抜粋)
※南溟寺の北側と東側には掘がみ  えます。さらにそ

の東側には「ほりすじ」と記された寺内を区画する堀
が描かれています。




